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はじめに
 
 
 
明治維新から敗戦までを大きな区切りとした、一般に「近代」と呼ばれる日本
の一時代において、中等教育からは完全なる男女別学が基本とされていた。男子は中学校、女子は高等女学校に進学するよう、制度として予め定めら という事実が中流以上の階層における「子供」のジェンダーに大きな影響を与えたことは想像に難くなく、事実、この時期を契機に「少年」 「少女」という言葉が広く使用されるように り
（１）
、少年・少女雑誌が誕生し、少年・少女文化が築かれ
ていく。
 
 
本論では、 吉屋信子によって一九一六年から一九二四年まで、 雑誌 『少女画報』
に断続的に連載され、 一九二五年七月から一九二六年三月にかけて 『少女倶楽部』に三編が連載され、 同時代の少女たちの絶大なる人気を集めた少女小説 花物語』に描き出された、高等女学校及び女学生の姿に注目した検討を行っていく。その前段階として、まず現実の学校空間ではどのような教育が為されてい かということに焦点を当 『花物語』が発表された大正期における女子 の流れをまとめていく。さらに、その教育の中ではどのよう 性像が示されていたという点に注目し、修身教科書・国 教科書がそ ぞれ描き出した女性像につ
ても触れていくこととする。
 
 
調査の対象を教育制度から教科書、そして大衆小説へと広げていくことにより、
国が志した方向性とは異なるだろう、少年少女の自発的、あるいは主体的な関心が、どのようなイメージに向かい生成されていった かの一端を調査する手がかりを導き出したい。どのような「女性」イメージが、いかなる教育や言説を用いて奨励されてきたのかを検証し、またそれによって近代日本におけるジェンダー秩序、あるいは「国民化」の編成 強化がいか 進展したのか、その一端を明らかにすることが、本論の研究目的となる。
 
  
一
 大正時代の女子教育
 
（一）高等女学校と良妻賢母主義教育
 
 
中等教育の始まりは、明治四年（一八七一年） 、文部省が設置されたことには
じまる。この翌年に当たる明治五年（一八七二年）には、フランスの制度を参考にした学制が公布された。福沢諭吉は、同年に発行された『学問ノス メ』の中で「人は生まれながらにして貴賤・貧富の別なし。ただ学問を努めて物事をよく知る者は貴人となり富人となり、無学なる者は貧人となり下人となるなり」と説
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いている。これは学制の「従来…（略）…学問ハ士人以上ノ事トシ農工商及ヒ婦女子ニ至ツテハ之ヲ度外ニヲキ學問ノ何物タルヲ弁セス」
（２）
ことを憂い、 「又士人
以上ノ稀 學フ者モ動モスレハ国家ノ爲ニスト唱へ身ヲ立ルノ基タルヲ知ラスシテ」いることを憂える文章とも思想を同じくするものであり、いずれは身分の別なく教育を受けることのできる環境を整えようと 意志と、 「個人主義」の理念の元に 奨励しようという意思が感じられるものだ。 「個人主義」 と 、学問・教育は国民自身が各々で「身を立てる」ためのものであり、それこそが国権の拡張、ひいては国家の独立に繋がるのであ という思想である。
 
 
当初は「男女の別」のない教育を目指した近代政府は、女子修学率の低さを克
服するために「男女 別」をあえて利用す 側面を次第に表していくこととなる。 「男らしさ」 「女らしさ」を強調し、互 にしかできない「職分」のための 「教育」 という名目を掲げることで、 女子教育を正当化 ていくと う方策だ。学校制度に関する規定 内に「高等女学校」 名称が初めて登場す のは、明治二四年（一八九一年）に行われた中学校令改正の中だ。 の改正 より、第十四条に新たに女子中等教育の 程が加えられ、 「高等女学校ハ女子ニ須要ナル高等普通教育ヲ施ス所ニシテ尋常中学校ノ種類トス」との条項 設けた。この条項によって高等女学校は尋常中学校の一種であると規定され、男子の中学校に対応する女子の中等教育機関であることが法制の上で明らかとなった。さらに、明治三二年（一八九九年）に初めて「高 女学校令」 公布さ 子教育は興隆の時代を迎える。 「高 女学校令」 規程は中学校令に準じたも であり、目的は「女子ニ須要ナル高等普通教育ヲ為ス」ことであ と 貫して記載さ 中学校 高等普通教育と同様の概念でその目標は表
され続けた。高等女学校の修業年限は四
年を基本とされ、男子中等教育よりも一年短いものとなったが、入学資格は「修業年限四年の尋常小学校卒業者」から、男子中等教育と同様に「十二歳以上で高等小学校第二学年修了者」と改められた。
 
高等女学校令には、 「賢母良妻タラシムルノ素養ヲ為ス」という一文が明記さ
れていた。これが当時の女子が中等教育を受けるための大義名分となり、女学生の数を急増させることとなった第一の要因であると言える。男子 急速な発展・普及は、福沢諭吉が謳った「個人主義」がそのまま、 「富国強兵」という国の目標に繋がっていたこと 理由として挙げられる。女子教育もまた然りであり、「良妻賢母主義」が国家の利益と結びついたことを契機に、女子中等教育はこれ以後急速に発展・普及していく。大正二年（一九 三年）の時点での高 女学校数は「三百三十」中学校総数は「三百十七」となっており、こ 学校数は高等女学校が中学校を上回り、生徒数も昭和三年（一九二八年）のデータでは高等女学校が中学校を上回っている
（３）
。もちろん、中等教育機関は中学校と高等女学
校のみではないため、 これだけで男女の教育普及率を語るには無理があるが、 「中学校」と「高等女学校」という一つの括り 中において、数的優位の転換が存在したことは特筆すべき事象だろう。しかしこの発展は「良妻賢母主義」に裏打ちされたものであったため、それ故の欠点もまた存在 た の「良妻賢母義」の根底に存在した考え方は、 「家」という「内側」に規定される空間が女性の職分であるという認識だった。 性が 社会」という「外側」に向かう発展の可能性を持たなかった いうことがこの思想の欠点であり、こ 思想 基づかざるを得なかったことが、 の時代の女子教育の限界であったと言えるだろう
 
 
日露戦争を挟み、女子教育を施す学校は著しく増設されていく。しかし、大学
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進学予科としての性質を持っていた旧制高校への門戸が女子に開かれることはなく
（４）
、大正七年（一九一八年）に公布された第二次高等学校令では、高等学校を
「男子ノ高等普通教育ヲ完成スル」ための機関と位置付けることが明文化された。女学生は卒業後、結婚・家事手伝いの名目のもとに家庭に入るという選択肢が最も多かった。高等教育機関への進学への道は完全に閉ざされていた 言 わけではなく、数少ない事例ではあるが東北帝国大学などは女子にも門戸を開放したが
（５）
、
当然ながら男子の旧制 校と同等 試験を課しており、そこまでの教育レベルがない女子専門学校等卒業者にとってそ ハードルは高過ぎ 言えるだろう。数人の「例外」を除き、近代日本の教育制度にお て、女子 大学進学道はほぼ閉ざれていたと言える
 
 
【図１】
（６）
が示す通り、 男女どちらも、 高等教育の受験資格は 「第四学年修了者」
であったことは同一である。しかし、大学予科・高等学校に通うことが許されなかった女学生に って、大学入学が実質的に困難であったことは、この表からも窺うことができる。高等女学校卒業者の多くが進学を断念し家庭に入ったことについては、少なからず当時の 子教育の仕組み自体が影響していたと言えるだろう。この進学経路は、この後も大きく変化することなく終戦 迎えた。
 
 
大正時代は教育論についても最も盛んに議論された時期であり、女子教育の場
においても、自由主義教育思想を受けた改革案が数多 話題に上っている。 「男女共学論」 「女子中学校への名称改正」 「女子高等教育の振興」 どが多くの教育学者たちによって主張された。その内のどの主張も実践を試みられることはなく大正自由主義への反動として強化され 尚古主義によって良妻賢母主義教育への回帰は進み、日中戦争・第二次世界大戦突入により教育は戦時体制下に移行し
ていった。
 
 （二）大正期の高等女学校の教科書が描き出した女性像
 
 
明治一九年から明治三四年に至るまで、中学校の道徳教育は「倫理」の名称で
行われていた。しかし、 においては明治二八年（一八九五年） 「高等女学校規定」 の時点で、 すでに 「修身」 の名称 使用されていた。 明治三二年 （一八九九年） の高等女学校令により、 本格的 高等女学校が発足した当初も 「修身」として定められており、 同年の 「高等女学校ノ学科及其程度ニ関スル規則」 には、「教育ニ関スル勅語」の趣旨に基づいた人道実践や作法を授けること、躬行実践を旨とし「貞淑ノ徳」を養うことが明記されており、明治三四年（一九〇一 ）の「中学校令施行規則」 「高等女学校令施行規則」に先駆けて、修身教育は教育勅語を基本とするものであることが定められ ることが判る。 「高等女学校令施行規則」第二条ではさらに、 「中等以上ノ社会ニ於ケル 子ニ必要ナル品格ヲ具ヘ」させることを要旨 することが定められた
（７）
。
 
 
女子の道徳教育の変遷を、小山静子
（８）
の先行研究を参考に区分けすると、四つに
区分けすることができる。 まだ教科書が作成されておらず、 教育勅語の解釈書や、近世の日本に於いても頻繁に用いられた、儒教道徳色濃い「女訓書」が使用されていた時期を「
I期」とし、法令によって女子修身教科書の内容が規定された
明治三二年以降
II期」とした。
 
次に、明治四四年（一九一一年） 「高等女
学校及実科高等女学校教授要目」の変化により、教科書にも変化が表 てから昭和の戦時下体制への移行期までを「
III期」と定義し 最後に、昭和七年（ 九
三二年） 「高等女学校令施行規則」改正から始まる、戦時下体制への移行から終
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戦までを「
IV期」としている。大正期に焦点を当てる本論の中で重要になるの
は、 「
III期」の道徳教科書にはどのような女性像が描かれていたのかという点で
ある。
 
 
ひとつ前の区分に当たる「
II期」の道徳教科書においては、かつては「個人
道徳」 「家族道徳」のみを説いていた女子修身教育に「社会道徳」 「国民道徳」が登場し、女子に国民としての教育が施さ
れたことが最も明確な変化であると言え
る。 「家事・育児」 「夫を補助する内助の功」といった内容も語られており、女子独特の教育が施されていたこ が窺えるが、女性にも「国民としての自覚」を求めたという点に、大きな変化の存在を指摘することができる。教科書の内容は毎年のように多かれ少なかれ改訂されながら出版されていくが、その改訂の中には当時の女子教育論との乖離を見ることもできる。 第一に重要なこ としては、 「職業能力を培っている」女性像を提示する教科書の存在が挙げられる。そこでは「不測の事態」
（９）
に備え、自活のための職業能力を身につけておくべきだとの論が
展開されている。 「自活の道」に関する具体的な記述 ないことは この期における女子の可能性の限界を示しているとも解釈でき が、明治後期 いう時代においてすでに、女子の「職業能力」に関する論が展開されていることは注目に値する。
 
 
そして、 「
III期」における特徴は、 「教育ニ関スル勅語」 「戊申証書」 「我国道
徳ノ特質」が教授要目に登場したことであり、教育上の注意に「本邦古来ノ女子ノ美風ニ鑑ミテ適切ナル教授ヲ為シ」とあり、殊 『家』を強調した教育を心掛けるよう記されていることである。また、大きな変化ではないが 第一次大戦における欧米女性との比較から、女性を生産運動に参加させよう 意図が表れ
始める過渡期でもある。これは大正九年（一九二〇年）の「高等女学校令」改正によりさらに顕著になり、女子と職業を結びつける言説が増加する。また、この期には「母」 「賢母」としての役割の強調、 「母性愛」の高い評価が為されており、「女の特性」に関する言及が強化されたと言う側面も有している。これは、女子の職業従事・社会進出を積極的に促しながらも、女子が 男 化 する と 避けねばならない。つまり、従来の女性像からの変化を促しながらも、 「女らしさ」「家庭内の役割」からの逸脱は許されないと定める意図の表れであると解釈することができる。
 
 
男子の修身教育は、教育勅語・戊申証書の解釈や西洋の思想の紹介など、国民
道徳の養成を主目的として謳いながらも学問としての側面も感じ れたのに対し、女子 修身教育に学問らしさはほぼ見受けられず、早い段階か 「婦徳の涵養」が歌われている。女子教育の方に「修身」の時間が多く割かれていたことからも、近代日本の道徳教育は「女子」の方 より多くのものを求めたのだと言うことができるだろう。
 
 
国語教科書においては、独自に調査・収集した史料
（１０）
に基付き、 【表１】を作成
した。この表においては、文章をその特徴ご に九つに種別してあり、 「小説」には「歴史小説」 「私小説」も全て分類し、 「随筆」 日記文・紀行文など。 「詩歌」は例外として、時代を問わずここに収めた。 論説 は学術的要素を含む章を分類し、愛国心や日本国民としての自負を促す記述や、天皇家・戦争る記述については、 「国粋 という枠を作成してそこに収めた。 「教訓」には教訓文や人物伝、 「近世」 には江戸期の文章、 「
古文」 には室町以前の文章を分類した。
分類の参考として、 出典の判明している教材は全て
N
DL-OPAC
に記載されてい
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る日本十進分類法に基づく分類に準拠した。
 
 
大正期の女子用教科書の数値に注目すれば、古典教材の採択数が相当に低いこ
とが窺える。 しかし、 同じく巻１の序文にて、 古典教材の扱いも含め 「女らしさ」についての言及が為されている。女学校が「女らしい」女性の養成を目的としていることを序文の段階で明言し、古典教材について「伝統教材に関して古典文を採択」したことは言うまでもないとした上で、 「伝統精神を新時代の言葉の中に溶かし込んだ明治以降の文章」の採択こそが、教育的効果の一層多いことを信じて、教材選択の方針を立てたとしている。 のことから、古典教材自体は少なくとも、現代文においても伝統精神を重視す ことが方針として明文化されており、国語教育を「国民精神の涵養」に結びつける意図がすでに働いていたと判断することができる。
 
 
この「女らしさ」への言及の中では、世間の要求として最も著しいものは「優
雅・典麗・清浄などの優れた情操を育つこと」であり、それが「永久変は ざる女性の本質上の要素である」に相違な と述べられている。この見解 示すのは「大人しい日本女性」の表象であり、ひ ては「良妻賢母」の表象となる。道徳教育においては示されていた「働き手」として 女性は国語教科書にはほぼ登場することなく、人物伝に取り上げられる女性たちはそのほ んどが「良妻」 「賢母」としての役割を付与されていた。
 
    
二
 少女雑誌・少女小説のイメージ
 
（一） 「課外読み物」としての意義
 
 
中等以上の教育機関において男女別学が徹底されたことと関係して性別雑誌
が登場し、子供のジェンダーの分化が推進された。 「少年」 「少女」はそのようにして与えられた範囲 中で、独自 イメージと文化を形成していくことで、近代日本におけるジェンダーの枠組みを決定づけていく。そして、大正・昭和期に中等教育を受ける学生たちにとって、殆ど唯一の娯楽といえば、そうした「少年雑誌」 「少女雑誌」 の購読であったと言われている。 それは国語教科書とは異なり、学校外の時間に娯楽として消費される 「課外読み物」 としての性質 有していた。それらの雑誌は、自らの教育機能についてもまた十分に認識 おり、雑誌の目的として近代学校 制度 補完という題目をそれぞ 掲げていた
（１１）
。ここからは、
人気を博 た「少女小説」に窺え ジェンダーのイメージ 探り、教育制度の中に存在した「教科書」に採択された教材 内容から探 いったジェンダーのイメージと対比させていく。
 
 
そもそも「小説」というものは、全般に、明治維新以後から終戦までを示す日
本の「近代」と言う時間軸において、当初か 認められていたも ではない。高等女学校令発令の頃、女学生の小説読書が厳しく禁じられて こ はよく知られているが、 その理由は当時の小説のイメージが関係している。 小説と言えば 「戯作小説」のイメージが強い中 一八九九
年十月発行の『女学雑誌』には、 「其趣
味なきに強いて駄作物を読み又 駄作ならざるも時代物 滑稽物の中には 解し難きものあり、難きも は之を読まんともせざるべけれど読んで益する所少なし、力めて読む 要なきことありと」という見解が示さ て る
（１２）
。
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道徳との調和を求められるようになって以後、 一九〇〇年代に入ると、 「読書」
そのものに厳しい制約を課す風潮から、良書を選んで読むことを進める「読書教育」を推進する風潮へと変化する。少女雑誌の創刊などに影響を受け、手近に接触できるようになったこれらのメディアを通して女学生たちの 書熱が高まっていた。下田歌子は、現実には女学生を読書から隔離することが難しくなったと述べた上で、読書を禁止するので なく、どのようにすれば「彼らに最も有益であらうかといふことの研究に入 べき時代になつたと存じます」 （下田歌子「女学生と読書」 『婦人世界』一九一一年十一月号）との見解を述べている。大正期の文芸尊重の気風から小説の地位が高まったことも影響し この時期に発行された教科書のデータで
（１３）
は、小説文の割合は「男子：十二％」 「女子：十八％」と、
明治期の データと比較し大幅に増加している。
 
 
このように、一九二〇年代に国語教育において現代文学重視の傾向が強化され
た影響を受け、少年雑誌・少女雑誌は共にそ 発行部数を次々 伸ばしていく。一九二三年（大正十二 ） 、後 検討で使用す 『花物語』が連載されたこともある『少女倶楽部』が発刊されたこ 年の創刊号の発行部数は約六万七千部、最高部数は一九三七年 （昭和十二年） の新年号の約四十九万二千 である
（１４）
。 また 『少
年倶楽 』 、 『少女倶楽部』創刊の一九二三年 時点では約十二万部、同じく最高部数を記録する一九三七年（昭和十二年）の新 号の約七十五万部とな
（１５）
。
どちらも一九二〇年代にその部数を大幅に伸ばしており、教育現場で国家主義体制がその色を濃くしていった中でも、少年少女たちに「課外読み物」として 文学を提供し続けていた様子が窺える。
 
 
さらに、
二〇〇四年の稲垣恭子らによる調査
（１６）
によると、読書に重点を置い
ていたという面が窺える。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
【図２】
（１７）
では「勉強」 「友達付き合い」に続いて「読書」が高い割合を占め
ている。また、【図３】
（１８）
においても、 「国語」が好きな科目として最も多く挙
げられていることからも、女学生の文学に対する関心の高さを窺うことができる。
 
 （二）少女雑誌の描き出したイメージ
 
 
一九〇〇年代に入って創刊され始めた少女雑誌群は、創刊間もない頃には、母
親らしき「女性」がしばしば描かれており、描かれる少女たちは「可愛らしく無邪気な」イメージの中幼い姿で描かれていく。一九一〇年代に入ると親らしき女性は姿を消し、一九〇九年に『幼年の友』 （実業之日本社）が登場した影響も受けてか、無邪気な「子供」の範囲に収まる幼い姿は「少女」の枠組みから排除され、大正期には【図４】
（１９）
に示されるような、美しく「大人しい少女」の表象が主
なイメージとして取り上げられていく。
 
 
初期の「少女雑誌」においては男性作家の活躍が目覚ましく、表紙絵だけでは
なく、記事をも駆使しながら「少女」のイメージを作り上げ 行く過程を この期の少女雑誌の中に窺うこと できる。例として、竹久夢二、河井醉茗 西村渚山ら 「男性作家」 の手によって 「少女」 イメージが創出さ きたことを、 内田雅克
（２０）
はその著書の中で指摘している。竹貫直人に例を求めれば、 少女世界 一九〇六年一巻二号）に掲載された文中で、男の子な ば『お寝み』でいいが、 「女のお子さんは、 『お寝みあそばせ』と、云つた方が好いように思われます」という、「少女ことば」を勧める記述がある。男性作家の描くこれらの少女はみな外見の
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可愛らしさだけではなく、どこまでも「優しく」 「繊細」で、 「思いやりにあふれ」「大人しい」 「淑やかな」イメージのもとに描かれている。これは「少年」の「男らしさ」を強調する時に、自然と除外されざるを得なかったものと同質であり、このイメージが男性作家によって「少女」に付託されたことが、ジェンダー規範の形成に大きく影響したと、内田 前掲の先行研究の中で述べている。
 
 
吉屋信子による『花物語』はまさにこの大正期に発表された少女小説であり、
一九一六年から一九二四年まで、雑誌『少女画報』に断続的に連載され、一九二五年七月から一九二六年三月にかけては『少女倶楽部 三編が連載された。挿画は連載された雑誌ごとに異なり、 『少女画報』の連載では亀高文子・清水良雄・蕗谷虹児らが描き、 『少女倶楽部』の連載では中原淳一が描いた。また、一九三七年から二年間、 『少女の友』 増刊号に再録された際にも中原が挿画を担当した。中原の挿絵は評判が最も高く、表紙・挿絵共に中原が担当した昭和十四年版【図５】
（２１）
は大人気を呼び、戦後も何度も再版が重ねられている。一九二〇年に洛
陽堂から最初の単行本、一九二三年には交蘭社から手の平サイズの文庫本と、何度も再刊されながら戦後に至るまで長らく少女たちに愛された作品であり 戦時下に高等女学校時代を送った田辺聖子は、そ 情勢から「野暮で無味乾燥」 ならざるを得ない現実の女学校生活の中で 少女たちは『花物語 中に描かれる高等女学校に自らの憧れや夢を重ね合わせたものだと振り返っている
（２２）
。 この記述
からは、この小説の中には、確かに当時の「少女」が憧れた 学校の姿が描 れていたという とが窺える。
 
 
大正五年（一九一六年）に連載が開始された当初は七話の連載で終わるはずで
あったが、絶大な人気を博したためにそ 後も続け れたこと すでに述べた
通りとなる。初期の七編は、少女たちが一堂に会してそれぞれの知る話を語り合う連作短編の形式をとっているが、これ以降そのような形式は見られなくなり、舞台も女学校や寄宿舎など、閉鎖された空間に移っていく。一九二〇年に初めて洛陽堂から順次単行本化され、全五巻に五十二編が収録されている。大正十五年（一九二六年）一月から三月にかけて『少女倶楽部』に掲載 た最終二編「からたちの花
 」 「薊の花」 は現在に至るまで単行本に収録されておらず、 横川寿美子
（２３）
 
は、 「通常これを除いた五十二編を『花物語』の全容とすることが多 」と述べている。
 
 
このような前提を踏まえ、連作の意図の強い初期七編、また、単行本に収録さ
れることのなかった最後の 編「からたちの花」 「薊 花」を除外した四十五編の内容を中心に、検討を進めて行く。
 
  
三
 少女小説『花物語』の検討
 
（一）少女小説 中の「高等女学校」
 
 
小説本文の描写 ・ または台詞を適宜引用しながら、 検討を進めて行く。 この先、
小説の本文を引用する場合は全て、 二〇〇九年の河出書房版の 『花物語 （上下） 』の表記・頁数に準拠する。 引用に使用する河出書房版では、 三十三編目 「秋海棠」までが（上） 、三十四編目「アカシヤ」から五十二編目「曼珠沙華」までが（下）に収められている。傾向として、連載が後期に差し掛 るほど作品の頁数は増加している。
 
 
舞台に女学校を設定しているものは二十三編になり、主な登場人物に女学生が
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表れる作品は三十一編になる。前者は作品の約半数、後者は約三分の二を埋める編数であり、 「高等女学校」を舞台とする作品が『花物語』の中の大半を占めていることが判る。 このことからは、 多くの少女たちの関心を引き付けた舞台が 「高等女学校」であり、関心を集めた表象として「女学生」 存在していたと認識することができる。
 
 
この小説の中で主に描かれるのは、同性の少女や教師との交流である。中盤～
後半にかけて、女学校のような閉鎖空間が主な舞台となればなるほど、主人公の少女が特別な感情を抱く特定の同性との
関係性を中心に語られるようになる。そ
の大部分は、従来「Ｓ」 「姉妹関係」などと呼ばれてきた 女同士の同性愛的要素を多分に含んだ友情に基づく感情 ることが、先行研究
（２４）
の中では指摘されて
きている。 「上級の五年制の方達は、同じ華やかな明るい美しい群れを成していながらも… （中略） …落ち着いた淑やかな容姿と気品を備えてお れるのだった」（上
 六十八頁、 「忘れな草」 ） 「葉山先生が学校へいらしてから一週間もたたぬ間
に、 もう全校に 『葉山病』 が流行いたしました」 （上
 一五九頁、 「白百合」 ） など、
例を挙げても挙げきれないほどに少女、女性の描写は詳細に綿密に書かれ り、容姿ばかりでは く服装、 性格、 身分まで美辞麗句を尽くして語られてい 。 「高等女学校」という閉鎖空間の果たした意義は、この点のみを取り上げれば「異性の排除」にあったと思われるほどに、学校に関する描写は少ない。
 
 
それでも例を示していけば、十八編目「緋色の花」には、西の国で学位を取得
した英語教師に寮を案内する場面がある。 「机の上 新しい覆い かけられて金文字の背皮を並べた書棚が据えられ、高価な油絵 額をかけ…（中略）…こういうものによって生徒たちの豊富な日常生活が美しく整えられてあ のを知ら
れることと舎監の先生方は喜びました」 （上
 一三二頁）という描写から窺えるの
は、 「高等女学校」に寄せられたイメージはどこまでも「美しく」あることが重要視されたということである。二十四編目「福寿草」の描写は僅かであるが、 「母のない家庭におくより、むしろ 宿舎にと、お父様のお心づくしから、その学校の寄宿舎に起臥しました」 （上
 一九七頁）とあり、女子は同性が傍にいる状態で
育てられた方が好ま いとの認識を窺うことができる。
 
 
二十五編目「三色菫」 、三十三編目「秋海棠」は両者とも、 「授業風景」を切り
取った描写である。 「三色菫」は生物の授業 おいて、 「毒腺を見る見ないは、ともかく、早く自分の視界からこの恐ろしいものを立ち去 せ く」 （上
 二一二～
二一三頁） と、 生物の時間に回 標本 見た目 不気味さばかりが強調され、学問的内容は記述されない。 「秋海棠」の方は短くも細かく記述 れており、 「この裁縫と申しますものは、女子の貴い転職でございまして」 （上
 三六一頁）とい
うのは「開校以来何十年勤続の裁縫 先生」 （上
 三六〇頁）の発言であり、 「将
来我が国の婦人は、昔時の島国根性を捨てて、世界 体勢を知り過去と現在との関連をさぐり、新しき時代の国民としてたたねばな ない でございます」 （上
 
三六二頁）という は「その年 春 お茶の水をお出 なった若い地歴の先生（上
 三六〇頁）の発言であることが明らかにされている。小説文中においても
「対照」と説明されているこの二つの発言は、学校内でもいくつかの思想の対立が存在していたこと 表現す 貴重な描写である 考えられ
 
 
三十八編目「黄薔薇」は女教師が主人公であるため、他の話と比べ多少異色で
あると言える。この話では「教師」という職業婦人を描きながら、それを肯定的な意味ではなく、 「その結婚 言う名 大波 洗礼を避難すべ 、 心にも 「先
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生志願」をして」 （下
 七十七頁）とある通り、 「高等女学校」における教職を「結
婚避難所」としての意味合いで描写している。この話の中で、女教師葛城は教え子の少女礼子と明確な恋情を共有するが、礼子の「結婚」話に別れを決意し一人渡米し消息を絶つ。礼子の両親に、娘が結婚話を拒むのだと相談を受けた葛城は思い悩み、 「結婚をもって唯一の女性の最後の冠とのみ思い詰めている親――社会の人心はこれを罵り嘲って許すはずはない」 （下
 九十七頁）と考え、別れを決
意する。 女性同士 恋という、 体制が望まなかっただろうものを描いては が、その結末は死別や消息不明 悲劇的 も に終わっており、それが少女小説における「同性愛」表現の限界であったこと 窺える。
 
 （二）少女小説の中の「逸脱」
 
 
三十八編目「黄薔薇」の中の表現を用いて、少女小説の中の「同性愛」表現の
存在に触れたが、こうした表現は他の物語の中にも度々表れている。ここでは、「同性愛」表現を含む、少女 ちの「逸脱」 表象に触れて行く。
 
 
登場人物は圧倒的に未成年の「少女」たちが多いが、同性の他者との交流が主
に描かれているために、 「家族」 描写は存在感が希薄であることは否めないしかしそんな中、 顕著な傾向として、 「欠陥家族 とでも呼ぶべき家族構成 度々描かれていることが顕著な特徴として表れていることが確認 きる。両親 あるいは片親を失っている描写を含む物語は十二編を数えた
 
 
両親を、特に母を失っている少女たちの向かう方向性として、 「母の代理」と
しての役割を自らが果たそうとす 方向性が確認できる。そしてもう一つ 同性の相手に母の面影を投影 慕情や恋情を捧げる方向性の存在も見受けられた。二
十四編目「福寿草」においては、母を亡くした主人公の少女が「お母様に代わるやさしい姿を自分の家の中に見たいとしきりに願っておりました」 （上
 一九〇頁）
と述べ、その後に家に嫁いできた兄嫁を「お姉さま」と慕う姿が描かれている。これは主人公の少女が幼いこともあり、純粋な慕情として片づけられるが、連載も後半に差しかかる頃、はっきり 同性への恋愛感情を書き出した作品がいくつか登場する。
 
 
その内の一つである「日陰の花」の主人公である環が「 （友情）の垣根をいつ
か越えてきた」 （下
 四十一頁）相手である満寿は、 「その子の面は、環が日ごと
に打ち仰ぐ、かの客間の壁にある肖像の主と瓜二つ （同）という描写の通り、亡き母に瓜二つの容貌であることが示されている。 の作品では、母への思慕と恋情が相互 関係して描かれている。そしてそれ故に、そ 恋情が、単純 同性愛としての意味ではなく、己の欠落を埋め ため 行為という意味をもって解決される可能性を有している。
 
 
女性同士の恋という、 「規範」とは異なる、つまり「良妻賢母」像とは異なる
「逸脱」のイメージを確認することはできるが、その結末に「別れ」が関わるものは二十編、その内「死別」は九編と、大半が悲劇的に終わっ いる。病による死別は言わば受動的な悲劇だ 、三十七編目「浜撫子」 おいては、 「真澄は昨夜から浜辺で消えてなく ったのである」 （下
 六十九頁）の一文が示す通り、家
族の決めた縁談に絶望した少女真澄が海
に身を投じる「自殺」という形で幕を閉
じる。言わばこれ 少女の主体が関わる、能動的な悲劇であると言う できる。また、能動的と言えば、二十九編目 ダーリヤ」では と きっかけから高等女学校に誘われた若き看護婦である道子に「良家の子女 、教育を受
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るのは願っても無い幸い」 （上
 二七七頁）という言葉が向けられるが、道子は結
局看護婦としての己に幸福を見出し、その誘いを自分の意志で拒絶する。 「 （ダーリヤよ。お前は華やかで美しい、しかし、私の友ではない――） 」 （上
 二八七頁）
という言葉からは、道子の確かな意思を感じ取ることができる。
 
 
久米は自らの先行研究の
（２５）
中で、少女同士の愛とは結局、家父長制度内で強制的
異性愛を管理されると言う厳しい風潮があった時代に 少女に「許された」愛の表象であり、あくまでも近代家父長制と女子教育制度の規制に従った上で ものであると述べている。この論は、 『花物語』の中で描かれた少女 姿は、結果的に体制の望んだ良妻賢母主義と結ぶよ な少女を描 て だけであ という批判 つながるものである。しかし、あくまで「悲劇的」な結末を以て物語の終焉を迎えるという点に、少女小説の精一杯 抵抗を読み解くことはできないだろうか。教育制度の流れを否定する、あるいは選択する、または選択すること く人生を閉じる『花物語』の中の少女たちからは、 日本の に課せられたあまりにも多くのイメージに対し、効果の有無はともかく「抵抗」 一端を表しているよう 推測される。 「高等女学校」 に通うこ を否定して看護婦 道 ぶ 「ダーリヤ」の道子、 「良妻賢母」 な ことを否定し海に身を投げた「浜撫子」真澄、 「結婚」を否定して 師の道を選ぶ「黄薔薇」の葛城。己が選択できる狭い範囲で それでも叶う限り己の意志で生き ため 足掻いた少女 あるいは女性のこのような姿こそ、近代日本に於いて様々 「規範」を課された少女たちの心を捉えたものではないだろうか。
 
  
おわりに
 
 
 
近代日本の教育制度が謳った女子中等教育とは、 「高等女学校」に通い、 「良妻
賢母」主義に基づく教育を受け、 「結婚」して母になるという一連の流れであると言える。そしてその過程で、 「不測の事態 に備えると言う名目の上に「職業婦人」としての道が示されたことにより、近代日本の女子 求められた「規範」はその範囲を拡大することになった。そしてまた、少年少 文化形成の過程で、男性の眼差しによっても規定された「規
範」あるいはイメージが少女の主体とは
また別のところで課されることとなっ 。
 
 
近代日本の少年小説には立身出世主義が根強く息づいており、例えば佐藤紅緑
による『ああ玉杯に花受けて』は、貧 さ故に中学への進学が適わなかった少年が、努力と研鑽を経て第一高等学校へ合格するまでを描いている。教育制度の中に希望を見出し、成功すると言う筋書きだ。しかし、少女小説においては、これまで見てきた『花物語』の中では、必ずしも高等女学校という教育制度の中に希望を見出す展開が描かれているとは言い難い。同じ「 範」からの「逸脱」を描いていても、少年小説の中では教育制度に示された「規範」 プラス 意味を見出し、そこに回帰することが成功例とし 示されてい のに対 、ここまで検討を進めてきた少女小説においては、教育制度に添うことが必ずしも成功を意味していない。むしろ教育制度の中で示さ きた「規範」からの「逸脱」を意識した物語が展開され たということからは、 中に示された「規範」へのマイナスの意識を読み取ることがで るだろう。
 
 
教育制度の内容に注目してみても、 「国語」と「修身」という同じ教育制度の
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中にありながら、示す女子の規範像に差異があることが見受けられた。 「修身」が自主と自立のイメージである「職業婦人」の表象を示した一方で、国語は一貫して「良妻賢母」に特化した教材選択を行っている。これは言わば「労働力」としての女性イメージと「母」としての女性イメージの対立であると言える。 「良妻賢母」として、内向きのイメージと共に「母」役割を重視されながらも、男性の代理としての「労働力」も求め れていたことを、 「国語」と「修身」という教育制度の中に読み解くこ ができる。
 
 
「高等女学校」に通い、 「良妻賢母」主義に基づく教育を受け、 「結婚」して母
になる。そして、 「不測 事態」 備えると言う名目の上に「職業婦人」としての道も提示されたことにより、近代日本の女子 求められ 「規範 はその範囲を拡大し、その結果としてずれが生じた。それは少女たちの 指す 像が「女性」像のみではなく、 「男性に望まれた女性」像という拡大された範囲 特性を有していたが故のずれであり、少女小説の「逸脱 は、こ ずれへの「抵抗」の一端を示していたも であると推察される。
 
   〔参考文献〕
 
稲垣恭子『女学校と女学生』中央公論新社、二〇〇七年
 
井上敏夫編『国語教育史資料第二巻
 教科書史』東京法令出版、一九八一年
 
今田絵里香『 「少 」の社会史』勁草書房、二〇〇七年
 
内田静枝編『女學生手帖：大正・昭和乙女らいふ』河出書房新社、二〇〇五年
 
内田雅克『大日本帝国の「少年」と「男
性性」 ：少年少女雑誌に見る「ウィーク
ネス・フォビア」 』明石書店、二〇一〇年
 
片山清一『近代日本の女子教育』建帛社、一九八四年
 
菅聡子編『 〈少女小説〉ワンダーランド
 : 明治から平成まで』明治書院、二〇〇
八年
 
久米依子「構成される『少女』――明治期『少女小説』のジャンル形成――」 『日本近代文学』六十八号、二〇〇三年「 近代文学会」編集委員会編一～十五頁
 
小山静子『良妻賢母という規範』勁草書房、一九九一年
 
高橋一郎「明治期における『小説』イメージ 転換――俗悪メディアから教育的メディアへ」 『思想』六二八号、一九九二年、
 岩波書店、一七五～一九二頁
 
日本女子大学女子教育研究所編『大正の女子教育 国土社、一九七五
 
橋本紀子、逸見勝亮編 ジェンダー 教育 歴史』川島書店、二〇〇三年
 
深谷昌志『良妻賢母主義の教育』黎明書房、一九 八年
 
本田和子『女学生の系譜
 : 彩色される明治・増補版』青土社、二〇一二年
 
横川寿美子「吉屋信子「花物語 の変容過程をさぐる――少女たちの共同体をめぐって」 『美作女子大学・美作女子大学短 大学部紀要』四十六巻、二〇一一年、美作女子大学短期大学部編、一～十三頁
 
 〔参考ＨＰ〕
 
文部科学省 「学制百年史」
 
http://www.m
ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm
l/others/detail/1317552.htm
 
（平成二十五年二月一日現在）
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〔参考教科書〕
 
・明治期
 
中学校：吉田弥平編『中学国文教科書
 
巻一～十』光風館、一九〇七年
 
高等女 佐々政一 女子
 
巻一～十』光風館、一九一一年
 
・大正期
 
中学校：吉田弥平編『中学国文教科書
 
巻一～十』光風館、一九二五年
 
高等女 久松潜一 女子新読本
 
巻一～十』至文堂、一九二一年
 
・昭和期
 
中学校：吉田弥平編『中学国文教科書
 
巻一～十』光風館、一九三七年
 
高等女 久松潜一 新 子国文
 
巻一～十』至文堂、一九三七年
 
  
  注
 
（１）今田絵里香「 「少年」から少年・少女へ――明治の子ども投稿雑誌『頴才
新誌』におけるジェンダーの変容」 『教育学研究』七一巻、二〇〇四年、二一四～二二七頁。
 
（２）
以降、論文中に引用する法令等の表
記は、文部科学省ＨＰ内『教育百年
 
史
 
資料編』の表記に準拠する。
 
（３）中学校生徒総数は三十四万三千七百九人、高等女学校生徒数は三十五万九
千二百六十九人となっている。
 
（４）高等学校は、明治二七年の高等学校令により、中学校の上級機関であった
高等中学校が分離する形で設置された。高等中学校の性質を受け継いだため、設立当時より男子の高等教育機関としての認識の下に発展 遂げた。
 
（５）東北大学の記録によれば、大正二年（一九一三年）に、独自の判断で四人
の女性の受験を認めたとある。文部省は「元来女子ヲ帝国大学ニ入学セシムルコトハ前例是無キコトニテ頗ル重大ナル事件」とし、事情説明を求める書簡を大学に送ったが、大学は受験者内三名の合格を発表した。
 
（６） 橋本紀子、 逸見勝亮編 『ジェンダーと教育の歴史』 川島書店、 二〇〇三年、
八十一頁より引用。
 
（７） 「生徒日常ノ行状ニ因ミテ道徳ノ要領ヲ教示シ又作法ヲ授ケ進ミテハ稍ゝ
秩序ヲ整ヘテ自己、家族社会及国家ニ対スル責務ヲ知ラシム」ことを修身教育の基本とする姿勢が明確化された。
 
（８）小山静子著『良妻賢母と言う規範』勁草書房一九九一年より、第五章「修
身教科書にみる良妻賢母像の変遷」 （一九九～二三一頁） 。
 
（９） 「他日の不幸」とも表されており、日露戦争後に多くの「戦争未亡人」が
発生した状況を基盤に高まった職業教育の要望を反映したが故の記述であると推測される。
 
（
１０）使用教科書は、参考教科書一覧参照。
 
（
１１） 『少年倶楽部』 （一九一五年四月号）では、 「本誌の編集方針」の中で「雑
誌教育は学校教育を補助すると言う立場を取らねばならない」と断言している。 『少女の友』 （一九一五年秋の増刊号）の中では、初代主筆の星野水裏が「常に社会教育の一端に資する考へを持って拵えている」と述べており、やはりこちらも己 教育的機能を理解し、 「少年」 「少女」そ
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れぞれの理想、あるいは規範となるもののイメージを意識的に提示しようとしていたことが窺える。
 
（
１２）明治三二年（一八九九年） 、高等女学校令発令と同年に開かれた「全国高
等女学校長会議」で議論された「高等女学校生徒の小説を読むを禁ずるの件」の決定を支持する言説。
 
（
１３） 【表１】参照。
 
（
１４）今田絵里香『 「少女」の社会史』勁草書房、二〇〇七年より。
 
（
１５）講談社社史編纂委員会編『講談社の歩んだ五十年』講談社、一九五九年
より。
 
（
１６）稲垣恭子他『関西地域における高等女学校の校風と女学生文化に関する
教育社会学的研究』科研費補助金成果報告書、二〇〇四年より、関西地方の高等女学校卒業者を対象とした調査。
 
（
１７）稲垣恭子『女学校と女学生』中公新書、二〇〇七 、十一頁より引用。
 
（
１８）同右、十五頁より引用。
 
（
１９） 『少女の友』一九一八年一月号表紙。
 
（
２０）内田雅克『大日本帝国の「少年」と「男性性」 ：少年少女雑誌に見る「ウ
ィークネス・フォビア」 』明石書店、二〇一〇年
 
（
２１）昭和十四年発行実業之日本社版
 
（
２２）瀬沼茂樹編『日本児童文学大系第六巻』ほるぷ出版、一九七八年、田辺
聖子「吉屋信子解説」より。
 
（
２３）大阪国際児童文学館編『日本児童文学大事典
 
第二巻』大日本図書、一
九九三年。
 
（
２４）横川寿美子「吉屋信子「花物語」の変容過程をさぐる――少女たちの共
 
 
 
 
 
 
 同体をめぐって」 『美作女子大学・美作女子大学短期大学部紀要』四十六巻、二〇一一年、美作女子大学短期大学部編、一～十三頁。
 
（
２５）久米依子「構成される『少女』――明治期『少女小説』のジャンル形成――」 『日本近代文学』六十八号、二
〇〇三年「日本近代文学会」編集委
員会編一～十五頁
 
 
（千葉大学大学院人文社会科学研究科博士前期課程）
 
 
